
8.剰余金処分（不足金処理）案 
 
（1）剰余金処分案                              単位：円 

農 作 物 共 済 勘 定 1,380,365 1,380,365

果 樹 共 済 勘 定 15,246 15,246

畑 作 物 共 済 勘 定 3,105 3,105

園芸施設共済勘定 399,621 399,621

未処分剰余金
　　　　　  項目
　区分

繰越不足金 当期剰余金

 
上記未処分剰余金を下記のとおり処理する。 
 
１ 農作物共済勘定 
既積立金総額と当期剰余金の合計 372,329,209円を共済目的別の過不足累計額、水稲 447,252,112円(85％)､

麦 77,071,321 円(15％)により配分し、この配分額から既積立額を差し引いて得た共済目的別当期剰余金を次の
とおり積み立てる。 
                                       単位：円 

当　期 累　計 当　期 累　計

水　　稲 0 46,182,843 1,380,365 261,059,245
法定積立金限度額

43,882,622円

麦 0 14,912,452 0 50,174,669
法定積立金限度額

443,480円

合　　計 0 61,095,295 1,380,365 311,233,914

摘要
　 　　 項目
区分

法定積立金 特別積立金

 
 
 
２ 果樹共済勘定 
既積立金総額と当期剰余金の合計 7,314,097 円を共済目的の過不足累計額、うめ収穫（全相殺）

93,909 円（20％）、うめ収穫（樹園地）△32,007 円（0％）、指定かんきつ（ゆず）収穫 381,027 円
（80％）により配分し、この配分額から既積立額を差し引いて得た共済目的別当期剰余金を次のとお
り積み立てる。 
                                       単位：円 

当　期 累　計 当　期 累　計

う　　　　　め
全　　相　　殺 4,346 361,164 4,345 775,810

う　　　　　め
樹　　園　　地 280,779 292,684

ゆ　　　　　ず 3,278 3,061,522 3,277 2,542,138

合　　　計 7,624 3,703,465 7,622 3,610,632

摘要
　 　　 項目
果樹区分

法定積立金 特別積立金

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

３ 畑作物共済勘定 
 既積立金総額と当期剰余金の合計額 12,352,922 円 を畑作物区分別の過不足累計額、大豆 988,892
円（8％）、春蚕繭 2,147,780円（17％）、初秋蚕繭 4,776,011円（38％）、晩秋蚕繭 4,603,377円（37％）
により配分し、この配分額から既積立額を差し引いて得た畑作物区分別当期剰余金を次のとおり積み立

てる。 
                                       単位：円 

当　期 累　計 当　期 累　計

大　　豆 590 323,851 589 658,553

春　 蚕 　繭 1,073,376 1,032,649

初 秋 蚕 繭 2,341,220 2,362,165

晩 秋 蚕 繭 963 2,292,773 963 2,268,335

合　　計 1,553 6,031,220 1,552 6,321,702

摘要
　 　　 項目
畑作物区分

法定積立金 特別積立金

 
 注）春蚕繭区分、初秋蚕繭区分、晩秋蚕繭区分の法廷積立金並びに特別積立金については新組合設立

後、大豆区分に配分する。 
 
 
４ 園芸施設共済勘定 
                                       単位：円 

当　期 累　計 当　期 累　計

園芸施設共済
勘　　　　定

199,811 2,424,539 199,810 5,356,102

摘要
　 　　 項目
区分

法定積立金 特別積立金

 
 
 
 
（2）不足金処理案                               単位：円 

家 畜 共 済 勘 定 334,788 334,788

未処理不足金
　　　　　  項目
　区分

繰越不足金 当期不足金

 
 
上記未処理不足金を下記のとおり処理する。 
 
１ 家畜共済勘定 
                                       単位：円 

家畜共済勘定 334,788 0

　 　　 項目
区分

　　法定積立金に
　　よる補てん

　　特別積立金に
　　よる補てん

繰越不足金

 
 
 
 




